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３ 記事、P I c k  Up

鹿島高校は、令和２年４月
に附属中学校が開校し、中高
一貫教育校として新たにスタ
ートしました。また、令和６
年度から文部科学省DXハイス
クールに採択され、WWL
（ワールド・ワイド・ラーニ
ング）コンソーシアム構築支
援事業連携校になっています。
笑顔いっぱいの十文字富美

絵教頭から、鹿島高校の卒業
生にエールを頂きました。

県立鹿島高等学校

十文字富美絵教頭

3 みんなの母校訪問⑧

１防ごうサイバー犯罪！
地域社会のサイバーセキ

ュリティー意識向上を狙い
にした競技会(主催：茨城
県警)で入賞した４人の学
生にインタビュー（準優勝
の感想？、 勝因は何？、
IT短大での学び？、未然防
止に向けて）してみました。

2新聞帽子で暑さを避ける

本校では、新聞記事使って「記事トレ」を実施し社会人基礎
力を高めています。この日、連日の暑さ対策で新聞を活用でき
ないかと暑さを避ける帽子作りにチャレンジしました。

準優勝に輝いた学生、上左から絹張哲平さん、小原大
地さん、下左から 小野瀬あゆさん、久野響介さん

●小野瀬あゆさん(那珂高卒)「疑似CTFの授業が役立ちました。
競技会では、メンバーがそれぞれ得意な分野に挑戦でき良かった。
サイバー犯罪を未然に防げるようなシステムを作っていきたい」

●絹張哲平さん(麻生高卒)「短大で地
道に取り組む力が身に付いたと思う。
セキュアなシステムを作れるようセ
キュアコーディングを徹底したい」

●小原大地さん(水戸農高
卒)「メンバーが得意な分
野に取組むことができた。
授業ではCTFに関する学び
が役立ちました」

●久野響介さん(勝田工高
卒)「チームで得意分野を
分担して頑張ることが出来
ました。IT技術者として正
義を重んじていきたい」

本校のXによる学校紹介記事を、
ピックアップしました。盛り沢山です。

ITから
創造した未

来へ

帽子作りにチャレンジする学生 完成したベレー帽披露する学生

※ CTF（Capture The Flag）：サイバーセキュリティ
のスキルを競うイベント

http://www.ibaraki-it.ac.jp/

